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１．はじめに                                          

 

本村ではかつて福島交通（株）の路線バスが運行していましたが、赤字などの

理由により昭和 60 年度に路線バスが廃止されました。その後、周辺自治体と協

力しながら廃止代替バス路線を運行し、平成 16 年度から現体系の広域生活バス

を運行してきました。 

また、住民福祉の充実のため福祉バスの運行など公共交通の充実に努めてき

ました。 

この 10 年の経過としては、第四次大玉村総合振興計画に基づき、広域生活バ

ス、福祉バスの現体系での維持・確保に努めるとともに、新しい公共交通システ

ムの導入を進めてきたところです。 

平成 26 年度には、（公財）ふくしま自治研修センターと共同で、広域生活バス

を中心に公共交通の現状と課題について調査研究を行い、平成 29 年度からはデ

マンドタクシーの運行を開始し、公共交通空白地帯の解消や高齢者、障がい者な

どの外出支援に取り組んできました。 

令和 2 年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により公共交通の

利用が落ち込みを見せている中ではありますが、感染症対策として地方創生臨

時交付金を活用した車両の整備にも取組んでいるところです。 

こうした中、自家用車の普及・進展や少子高齢化、社会・生活環境の変化によ

り既存の公共交通の利用者の減少傾向も続き、また、運行費用の増加や運賃収入

の低下による財政負担の増大など、地域公共交通をとりまく環境は大変厳しい

状況となっております。 

本村においては、多くの人が自家用車による移動を主体としており、また駅が

なく市街地までの交通手段も限られていることから、村民の公共交通に対する

満足度は低い結果となっているのが現状であり、住民ニーズへの対応も課題と

なっています。 

今後 10 年間の第五次総合振興計画の中では、それぞれの公共交通が抱える課

題を一つ一つ解決し、地域公共交通体系の再構築を進めていく必要があります。 

このような背景を踏まえ、将来にわたり持続可能で、効果的・効率的な地域公

共交通体系の再構築を行うことを目的に、地域公共交通の活性化及び再生に関

する法律に基づく「大玉村地域公共交通計画」を策定するものです。 
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１－１ 計画の目的 

（１）策定の背景 

本村の公共交通は、JR 東北本線、定時定路線型の広域生活バス、高齢者の通

院利用を目的とした福祉バス、予約乗合制のデマンド型乗合タクシー（以下「デ

マンドタクシー」という。）などがあり、村民の日常生活の移動手段として重要

な役割を果たしています。村の公共交通施策としても、村民の日常の足を守ると

ともに、公共交通空白地帯の解消、高齢者や障がいをお持ちの方でも気軽に外出

できるよう、新たな公共交通システムとしてのデマンドタクシーを平成 29 年か

ら導入しているところです。 

一方、自家用車の普及・進展や少子高齢化に伴い、公共交通利用者の減少とそ

れに伴う財政負担の増加、今後のさらなる高齢化の進行による影響など、地域公

共交通をとりまく環境は大変厳しい状況となっています。 

これら課題の解決に向け、将来にわたり持続可能で、効果的・効率的な地域公

共交通体系の再構築を行うための取組みが求められています。 

 

（２）計画の目的 

こうした背景を踏まえ、本計画では、地域公共交通の現状・課題を明らかにし、

村の将来像を実現する上で公共交通の果たすべき役割や、本村にとって望まし

い持続可能な公共交通ネットワークを構築するために、地域公共交通の基本的

な方針と具体的施策を定めるものとします。 

 

１－２ 計画の位置付け 

（１）計画の位置付け 

 本計画は、「第五次大玉村総合振興計画」、「大玉村国土利用計画」、「大玉村都

市計画マスタープラン」及び「大玉村まち・ひと・しごと創生総合戦略」等、上

位・関連計画との整合性を図り、それら計画で定める村の将来像の実現に向けて、

公共交通の果たすべき役割を明らかにするとともに、本村にとって望ましい持

続可能な公共交通網を形成するため、地域公共交通の基本計画（マスタープラン）

として策定します。 

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」において、地域公共交通のマ

スタープランとして、地方公共団体による「地域公共交通計画」の策定が努力義

務とされたことから、本計画は同法第 5 条に定める地域公共交通計画として位

置付けるものとします。 
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また、第五次大玉村総合振興計画では、ＳＤＧｓの推進に取り組んでおり、本

計画でもＳＤＧｓの視点を取り入れることとします。 

 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）とは、平成 13（2001）年に策定されたミレニアム開発目

標（ＭＤＧｓ）の後継として、平成 27（2015）年 9 月の国連サミットで採択された「持続

可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された令和 12年（2030）年までの世界が目指

す国際目標です。 

 

上位計画 
第五次大玉村総合振興計画 

根拠法令 関連計画 

交通政策基本法 

地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律 

大玉村国土利用計画 

大玉村都市計画マスタープラン 

大玉村まち・ひと・しごと 

創生総合戦略 

大玉村地域公共交通計画 
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１－３ 計画の区域 

 計画の区域は大玉村全域とします。ただし、村外の拠点に対するアクセスに関

しては村外も対象とします。 

 また、各公共交通の路線や運行区域は村内にとどまらず近隣市にも跨ってい

ることや、こおりやま広域連携中枢都市圏をはじめとする広域的な交通ネット

ワークとも関係することから、本計画の策定にとどまらず、公共交通の課題やあ

り方等について継続的に近隣市町村と協議を行っていきます。 

 

１－４ 計画の期間 

 計画の期間は第五次大玉村総合振興計画との整合性を図るため、令和 4 年度

から令和 7 年度までの 4年間とします。 

 R3 R4 R5 R6 R7 R8～ 

 

 

関連計画 

 

 

      

 

 

本計画 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

  

第五次大玉村総合振興計画 前期基本計画（R3～R7） 

大玉村都市計画マスタープラン（R3～R22） 

大玉村地域公共交通計画（R４～R7） 

大玉村まち・ひと・しごと創生総合戦略（R3～R7） 

計画 

策定 計画に位置付けた事業の実施 

検証・見直し 
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２．地域の現状                                     

２－１ 大玉村の概況 

（１）概況 

 大玉村は、昭和 30 年 3 月 31 日に大山村、玉井村が合併し誕生しました。安

達太良山の山麓に位置し、面積は 79.44ｋ㎡、6 割以上を森林、2 割以上を農用

地が占めています。地域特性として、西部の高地（山岳部）から東部の低地（平

野部）にかけて、安達太良山を頂く森林地帯、里山的な山麓地帯、平野部の水田

地帯が分布しています。 

広域的には、福島県中通り地方のほぼ中央に位置し、郡山市、二本松市、本宮

市と接しており、県内主要都市である福島市と郡山市のほぼ中間に位置してい

ます。 

主要な交通軸としては、国道 4 号、東北自動車道、JR 東北本線が南北に通っ

ています。鉄道駅は村内にはなく、二本松市にある杉田駅と本宮市にある本宮駅

が最寄り駅となっています。広域的な交通アクセスには優れた立地環境にあり

ますが、村内の公共交通による移動手段は限られており、自家用車での移動が主

体となっています。 

 

（２）主要施設の分布 

公共施設については、玉井地区と大山地区でそれぞれ役場、公民館、小中学校・

幼稚園を中心に、行政・学校教育・子育て支援・文化・社会体育・レクリエーシ

ョン・保健福祉・社会教育等に関する各種施設が立地しています。なお、高校は

村内にはありません。 

医療施設については、村内には病院はありませんが、本宮市や二本松市には規

模の大きい病院をはじめとして各種診療施設が複数あります。 

商業施設については、国道沿線に大型商業施設が 1 店舗ありますが、それ以

外にはコンビニエンスストアや個人商店が村内に点在している形となっていま

す。 

観光施設については、ゴルフ場、オートキャンプ場、温泉宿泊施設などが山間

部を中心に立地しています。 
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大玉村の地勢・主要施設の分布状況 
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２－２ 人口 

（１）人口の推移と推計 

本村の令和 2 年 10 月現在の人口（平成 27 年国勢調査人口に基づく暫定推計

値）は 8,880 人で、0～14 歳の構成比が 14.1％、15～64 歳が 57.9％、65 歳以上

が 28.0％となっています。 

平成 22 年、27 年のコーホートセンサス変化率をもとに将来人口を推計する

と、令和 22 年には約 7,900 人（65 歳以上 34.8％）に、令和 42 年には約 6,400

人（65 歳以上 43.9％）に減少するものと推計されています。 

 
人口の推移と推計 

〔人口〕 

 
           ←実績値 推計値→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔構成比〕 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
資料：国勢調査（各年10月。令和２年以降は推計値） 
 
コーホートセンサス変化率法：コーホートとは、同年（又は同期間）に出生した集団のことをいい、センサス変化率法と
は、各コーホートの過去の変化率が将来続くものと仮定して、その率を基準年の人口に掛けて将来の人口を求める方法 

変化率：過去２時点の年齢別人口を用い、その期間における各年齢毎の増減割合をいう 
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（２）目標人口 

自然体の人口推計とは別に、村の最上位計画である第五次総合振興計画では、

定住施策により人口減少を抑制し、今後 10 年間は人口が微増で推移すること

を「目標人口」として設定していますが、こちらでも将来的には人口減少に転

換し、高齢化が進むことが予想されています。 

 

定住施策による好転を想定した将来推計人口（目標人口） 

〔人口〕 

 
           ←実績値 推計値→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔構成比〕 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
資料：大玉村人口ビジョン 
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（３）人口の分布 

 役場、公民館、学校などが立地している中心部は人口が比較的多くなっていま

すが、山林部分を除き村内全域にわたって集落が点在しており、人口は分散して

各地域に分布しています。 

出典：平成 27 年国勢調査（jSTAT MAP） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岳線 

竹ノ内線 

役場 

本宮駅 

大玉中学校 改善センター 

玉井小学校 

大山公民館 
大山小学校 
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２－３ 村民の移動実態 

（１）地域間の移動実態 

 国勢調査によると、大玉村と周辺市町村の通勤通学の流動状況としては、村外

への流動が多く、本宮市、郡山市、二本松市、福島市との繋がりが強くなってい

ます。通勤先としては本宮市が最も多く、通学先としては郡山市が最も多くなっ

ています。 

 

通勤・通学流動状況 

項目 人数（割合） 

大玉村在住の 15 歳以上就業者・通学者 4,977 人 

（うち村内で従業・通学） 1,709 人（34％） 

（うち他市区町村で従業・通学） 3,262 人（66％） 

出典：平成 27 年国勢調査 

 

大玉村との流出入が多い市町村（15 歳以上就業者・通学者） 

（単位：人） 

市町村名 
（大玉村からの）流出 （大玉村への）流入 

総計 通勤 通学 総計 通勤 通学 

本宮市 1,161 1,131 30 489 488 1 

郡山市 912 776 136 233 233 0 

二本松市 719 638 81 485 485 0 

福島市 248 192 56 102 102 0 

須賀川市 31 25 6 17 17 0 

出典：平成 27 年国勢調査 
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（２）公共交通の利用実態 

 国勢調査によると、大玉村内に常住する 15 歳以上の自宅外通勤通学の移動手

段については次のとおりとなっています。 

 村内及び村外への移動ともに、約 8割が自家用車を利用しています。鉄道・電

車については村外への移動で 1 割の利用がありますが、乗合バスの利用はわず

かとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 22年国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 22年国勢調査 
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0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

自家用車

鉄道・電車

自転車

乗合バス

オートバイ

徒歩だけ

勤め先・学校のバス

ハイヤー・タクシー

その他

不詳

村外への移動手段
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（３）買い物流動 

福島県消費購買動向調査によると、村民の買い物先として、日用品や医薬品・

化粧品、食料品などの日常的な買い物については村内が多くなっていますが、衣

料品や家電製品の購入、家族づれの外食等は郡山市や本宮市が多いことが分か

ります。 

 

 

 

  

上段は実数（人）

下段は割合（％）

項目 大玉村 福島市 二本松市 伊達市 本宮市 郡山市
その他
県内

県外 合計

5 4 1 0 1 68 1 0 80
6% 5% 1% 0% 1% 85% 1% 0% 100%

8 2 0 0 9 62 1 0 82

10% 2% 0% 0% 11% 76% 1% 0% 100%

17 0 0 0 18 46 0 1 82

21% 0% 0% 0% 22% 56% 0% 1% 100%

6 0 0 0 3 69 0 2 80

8% 0% 0% 0% 4% 86% 0% 3% 100%
28 1 1 1 28 18 0 0 77

36% 1% 1% 1% 36% 23% 0% 0% 100%

6 1 2 0 4 65 1 0 79

8% 1% 3% 0% 5% 82% 1% 0% 100%

57 1 0 0 15 1 0 0 74

77% 1% 0% 0% 20% 1% 0% 0% 100%
43 1 0 0 29 7 1 0 81

53% 1% 0% 0% 36% 9% 1% 0% 100%

60 0 0 0 15 3 0 0 78

77% 0% 0% 0% 19% 4% 0% 0% 100%

7 3 1 1 14 50 1 0 77

9% 4% 1% 1% 18% 65% 1% 0% 100%
8 1 0 0 2 57 1 3 72

11% 1% 0% 0% 3% 79% 1% 4% 100%

245 14 5 2 138 446 6 6 862

28% 2% 1% 0% 16% 52% 1% 1% 100%

出典：令和元年度福島県消費購買動向調査より作成

大玉村居住者の買物場所

合計

背広・スーツ

セーター・ブラウス

下着

靴・バッグ

本・CD

家電製品

日用品

医薬品・化粧品

食料品

家族づれの外食

時計・アクセサリー
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（４）自動車保有・利用状況 

 大玉村における車両保有台数は長期的に増加傾向にあります。令和 2 年度末

の車両保有台数は 7,756 台（※1）で、人口 8,874 人（※2）との単純比較で 0.87 台

／人となっています。福島県全体では、令和2年度末の車両保有台数は1,423,682

台（※1）で、人口 1,819,864 人（※2）との単純比較で 0.78 台／人となっており、

県全体と比較しても車両保有台数が多いことが分かります。 

※1:東北運輸局「福島県市町村別保有車両数」データから「乗用」及び「軽自動車」のみ抽出し算出。 

※2:人口は福島県現住人口調査（各年 4 月 1 日）における現住人口。 

※時点は各年度末。 

出典：東北運輸局「福島県市町村別保有車両数」データから「乗用」及び「軽自動車（四輪）」のみ抽出 

※時点は各年度末 

出典：東北運輸局「福島県市町村別保有車両数」データから「乗用」及び「軽自動車（四輪）」のみ抽出 

7,164 

7,327 

7,593 
7,668 

7,718 
7,685 7,655 

7,752 7,756 

6,800

7,000

7,200

7,400

7,600

7,800

8,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

大玉村車両保有台数の推移
(台) 

1,382,942 

1,401,976 

1,416,035 

1,424,015 
1,428,214 1,427,231 1,426,564 

1,423,099 1,423,682 

1,360,000

1,380,000

1,400,000

1,420,000

1,440,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

福島県車両保有台数の推移
(台) 
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（５）自動車運転免許自主返納の状況 

 大玉村では平成 30 年度より高齢者運転免許返納支援事業を実施しており、令

和 2年度までに合計 82 人の免許返納者に対して支援を実施しています。 

 年齢別には、80 歳代が全体の 51.2％と最も多くなっています。 

 

（年度別支援状況） 

  支援者数 

令和 2 年度 21 人 

令和元年度 36 人 

平成 30 年度 25 人 

合 計 82 人 

 

（年齢別支援状況） 

  男 女 合計 構成比 

60 歳代 5 人 4 人 9 人 11.0% 

70 歳代 10 人 13 人 23 人 28.0% 

80 歳代 21 人 21 人 42 人 51.2% 

90 歳代 7 人 1 人 8 人 9.8% 

合 計 43 人 39 人 82 人 100.0% 

 

 

 

〇大玉村高齢者運転免許証自主返納支援事業 

村内在住の 65 歳以上の方が運転免許証を自主返納した場合、下記による

支援を実施（平成 30 年 4 月以降）。 

・デマンドタクシー券 50 枚（15,000 円分）3カ年にわたり交付 

（最大 45,000 円分） 

・大玉村共通商品券（10,000 円分） 

 

  



- 15 - 

 

３．公共交通の現状                              

３－１ 公共交通の概況 

 大玉村の公共交通としては、JR 東北本線の鉄道、廃止代替バス路線として本

村、本宮市及び二本松市と共同で運行している広域生活バス、主に高齢者の通院

利用を目的とした福祉バス、予約乗合制のデマンドタクシーがあります。また、

学校交通として小学生、幼稚園児の通学・通園のためのスクールバスを運行して

います。その他、一般のタクシーの運行や村職員による外出支援もあります。 

本計画においては、村が運行主体となり住民一般が利用できる公共交通とし

て、広域生活バス、福祉バス、デマンドタクシーを中心に整理します。 

 

種類 概要 

①鉄道（JR 東北本線） ・村内には駅はない。 

・近隣では本宮駅、杉田駅がある。 

・本宮駅から郡山駅までの所要時間は 14 分、福島

駅までは 33 分。 

②広域生活バス ・「本宮・岳線」、「本宮・竹ノ内線」の 2路線。 

・大玉村、本宮市、二本松市の共同運行。 

・マイクロバス 1台。 

・本宮市の協和交通(株)に委託。 

③福祉バス ・曜日ごとにコースを設定して村内全域を運行。 

・買い物利用など通院以外の利用は不可。 

・マイクロバス 1台。 

・大玉村社会福祉協議会に委託。 

④デマンドタクシー ・村内全域を予約に応じて区域運行。 

・村内、本宮市街地、杉田地区の対象施設に送迎。 

・10 人乗りワンボックスカー2台。 

・本宮地区タクシー協会に委託。 

⑤スクールバス ・玉井小・大山小の遠距離児童、玉井幼稚園、大山

幼稚園の希望する園児の通学・通園利用。 

・学校・幼稚園ごとにコースを設定。 

・村所有のバス 6台により村で運行。 

⑥一般のタクシー ・中央タクシー、増子タクシーの 2社が大玉村、本

宮市を営業区域として運行（事業所はともに本宮

市内）。 
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運行内容の比較（概要） 

項目 広域生活バス 福祉バス 
デマンド 

タクシー 

対象者 誰でも利用可能 65 歳以上 
誰でも利用可能 

（村内在住者） 

目的 制限なし 通院 制限なし 

運賃 200 円/400 円 無料 300 円 

運行日 
平日、土 

6:35-19:09 

平日(曜日毎) 

8:00-14:00 

平日 

8:00-17:00 

運行方法 
定時定路線 

（2 路線） 

定時定路線 

（曜日毎異なる） 

区域運行 

予約乗合制 

 

 

運行エリア（アクセス）の比較 

アクセス 広域生活バス 福祉バス 
デマンド 

タクシー 

村内 
△ 

主に玉井地域 

○ 

全域(曜日毎) 

◎ 

全域 

本宮市 
○ 

市街地 

○ 

市街地 

○ 

市街地 

二本松市 
△ 

馬場平～岳温泉 

○ 

市街地 

△ 

杉田地域まで 

公共施設 
△ 

玉井地区のみ 

△ 

福祉センターさくら 

○ 

原則全て対象 

商業施設 
○ 

ベニマル本宮 
× 

○ 

PLANT-5 

学校施設 
△ 

玉井地区のみ 
× 

△ 

利用なし 

医療施設 
○ 

本宮市街地 

◎ 

本宮、二本松市街地 

○ 

本宮、枡記念病院 

観光施設 × × × 

駅 
〇 

本宮駅 

〇 

本宮駅、二本松駅 

〇 

本宮駅、杉田駅 
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３－２ 公共交通の利用状況 

（１）広域生活バスの利用状況 

 大玉村では、平成 16 年 10 月 1 日から福島交通（株）の廃止代替路線として、

現在の「広域生活」バスを二本松市、本宮市と共同で民間事業者（本宮市の協和

交通（株））に委託し、運行しています。 

 

【広域生活バスの概要】 

コ ー ス 以下の 2路線 

ア）「本宮・岳線」（本宮駅⇔岳温泉）  

本宮駅を起点とし、大玉村玉井地内を通過し、二本松岳温

泉まで運行（往復）。 

イ）「本宮・竹ノ内線」（本宮駅⇔糀免） 

  本宮駅を起点とし、大玉村玉井字黒沢地内の糀免まで運行

（往復）。 

運行事業者 本宮市 協和交通（株） 

運行方式 マイクロバスによる定時・定路線・非予約型。 

バス停は設置してあるが、全線でフリー乗降が可能。 

利用料金 乗車区間によって料金が異なる。利用券または現金での支払い

（利用券は協和交通（株）が販売）。 

運 休 日 日曜日・祝日・年末年始（12 月 29 日～1月 3日） 

 

 〇料金区分 

 大玉村内の乗降 大玉村内から二本松市

内、本宮市内への乗降 

本宮市内～大玉村内～ 

二本松市内の乗降 

1つの市村内の乗降 2つの市村にまたがっての乗降 3つの市村にまたがっての乗降 

大人 ２００円 ２００円 ４００円 

要介護者及び

その介護者 
１００円 １００円 ２００円 

小学生 １００円 １００円 ２００円 

未就学児 無料 無料 無料 

 

①利用実績の推移 

 ア）利用人数の状況 

過去 10 年の推移では、岳線は平成 23 年度に 6,869 人の利用がありました

が、令和 2 年度には 3,697 人にまで減少しています（10 年間で 3,172 人、

46％の減）。 
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  竹ノ内線は平成 23 年度に 3,360 人の利用がありましたが、令和 2 年度に

は 1,803 人にまで減少しています（10 年間で 1,557 人、46％の減）。 

  2 路線合計では 10,229 人から 5,500 人にまで減少しています（4,729 人、

46％の減）。 

過去 10 年の推移を 2 路線合計でみると、デマンドタクシーの運行が始ま

った平成 29 年度以降、減少幅が大きくなっています。 

 

イ）収入の状況 

  過去 10 年の推移では、岳線は平成 23 年度に 1,132,300 円の収入があり

ましたが、令和 2 年度には 560,600 円にまで減少しています（10 年間で

571,700 円、50％の減）。 

  竹ノ内線は平成 23 年度に 543,100 円の収入がありましたが、令和 2 年度

には 236,400 円にまで減少しています（10 年間で 306,700 円、56％の減）。 

  2 路線合計では 2,010,400 円から 1,045,000 円にまで減少しています

（965,400 円、48％の減）。 

  過去 10 年の推移を 2 路線合計でみると、デマンドタクシーの運行が始ま

った平成 29 年度以降、減少幅が大きくなっています。 

 

 

 

6,869 7,454 7,655 7,560 6,715 6,522 5,566 4,809 5,009 3,697 

1,132,300 

1,233,400 
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1,033,500 
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岳線 利用人数と運送収入の推移

利用人数

（人）
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（円）

(人) (円) 
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竹ノ内線 利用人数と運送収入の推移

利用人数

（人）

運送収入

（円）

10,229 11,052 10,851 11,140 9,813 9,571 8,338 6,894 7,233 5,500 

2,010,400 

2,124,600 

2,097,800 
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1,848,500 
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②路線別利用実績 

 令和 2年度の路線別利用状況は次のとおりとなっています。 

岳線については、①本宮駅方面行き 33％②岳温泉方面行き 34％と、全体の

合計で約 7割を占めており、利用が多い状況となっています。 

竹ノ内線については、③本宮駅方面行き 21％④糀免方面行き 12％と、全体

の合計で約 3 割となっており、比較的利用は少ない状況となっています。 

 

③時間帯別利用実績 

 令和 2年度の時間帯別利用状況は次のとおりとなっています。 

午前は本宮駅方面の利用が多く、午後は岳温泉方面の利用が多くなっていま

す。朝の岳温泉方面、夕方の本宮駅方面の利用はわずかとなっています。 

最も利用が多い時間帯は 13:00～13:29 の岳線（本宮駅→岳温泉）、2番目に

多い時間帯は 16:35～17:04 の岳線（本宮駅→岳温泉）となっています。 

 

 

①岳線（岳温泉→本宮駅前）, 
1,824 , 33%

②岳線（本宮駅前→岳温泉）, 
1,873 , 34%

③竹ノ内線（糀免→本宮駅前）, 
1,137 , 21%

④竹ノ内線（本宮駅前→糀免）, 
666 , 12%

路線別利用状況

①岳線（岳温泉→本宮駅前） ②岳線（本宮駅前→岳温泉）

③竹ノ内線（糀免→本宮駅前） ④竹ノ内線（本宮駅前→糀免）
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なお、１日あたりの便別利用者数としては以下のとおりとなります（年間運行

日数 293 日で計算）。 

 

 

 

 

  

2.1 
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1日あたり便別利用者数

①岳線（岳温泉→本宮駅前） ②岳線（本宮駅前→岳温泉）

③竹ノ内線（糀免→本宮駅前） ④竹ノ内線（本宮駅前→糀免）

(人) 
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④バス停の乗降実績 

  令和 2 年度のバス停毎の乗降実績は次のとおりとなっています。 

 乗降が多いバス停としては①本宮駅前②愛宕下③玉の井農協④皿久保⑤寺

久根となっています。 

 乗降が少ないバス停としては①横堀②大石③大坦④道谷地⑤西原となって

います。 

 

年間バス停別乗降者数（Ｒ２年度） 

  

乗　車 降　車 乗　車 降　車 乗　車 降　車 乗　車 降　車 乗　車 降　車 乗降計 乗　車 降　車 乗降計

岳温泉 310 0 0 164 310 164 474 5 11 7

温泉入口 43 0 0 85 43 85 128 20 18 19

小　関 1 29 37 2 38 31 69 23 22 24

馬場平 33 15 19 67 52 82 134 17 20 17

県民の森入口 58 0 0 67 58 67 125 16 21 20

横　堀 1 0 0 3 1 3 4 29 29 29

皿久保 582 0 0 240 582 240 822 3 7 4

大　橋 40 4 1 87 41 91 132 21 17 18

大　石 5 0 0 9 5 9 14 27 27 28

火の見下 92 0 0 127 92 127 219 12 12 14

地蔵面 4 0 0 95 4 95 99 28 16 22

大　坦 10 0 1 7 11 7 18 26 28 27

西　庵 56 0 33 84 89 84 173 14 19 15

糀　免 46 0 0 31 46 31 77 19 22 23

天王下 217 0 0 100 217 100 317 7 15 10

竹の内 91 8 0 6 91 14 105 13 26 21

玉の井小学校 165 1 2 114 167 115 282 10 14 13

西　原 40 0 0 24 40 24 64 22 25 25

寺久根 29 1 1 238 209 2 1 109 240 350 590 6 5 5

玉の井農協 403 27 5 357 149 33 15 158 572 575 1,147 4 2 3

玉の井下町 81 222 1 119 104 3 1 26 187 370 557 8 4 6

道谷地 12 1 1 18 17 0 1 8 31 27 58 24 24 26

山ノ神 51 38 10 65 78 42 6 71 145 216 361 11 9 9

戸　崎 11 103 87 17 17 112 67 6 182 238 420 9 8 8

愛宕下 2 173 395 18 4 296 254 11 655 498 1,153 2 3 2

荒　町 0 34 14 2 0 79 8 2 22 117 139 25 13 16

下　町 0 60 42 2 0 146 40 0 82 208 290 15 10 11

本宮駅入口 0 148 31 0 0 94 17 0 48 242 290 18 6 11

本宮駅前 0 969 1,195 0 0 321 254 0 1,449 1,290 2,739 1 1 1

1,824 1,824 1,873 1,873 1,137 1,137 666 666 5,500 5,500 11,000合計

岳
線

二
本
松
市

大
玉
村

竹
ノ
内
線

岳
線
・
竹
ノ
内
線

本
宮
市

バス停

岳線 竹ノ内線 合計

岳温泉↓本宮駅前 本宮駅前↑岳温泉 糀免↓本宮駅前 本宮駅前↑糀免 利用者数 順位

(単位：人) 
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なお、１日あたりのバス停別利用者数としては以下のとおりとなります（年間

運行日数 293 日で計算）。 

 

 

 

  

乗　車 降　車 乗　車 降　車 乗　車 降　車 乗　車 降　車 乗　車 降　車 乗降計

岳温泉 1.1 0.0 0.0 0.6 1.1 0.6 1.6

温泉入口 0.1 0.0 0.0 0.3 0.1 0.3 0.4

小　関 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.2

馬場平 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.3 0.5

県民の森入口 0.2 0.0 0.0 0.2 0.2 0.2 0.4

横　堀 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

皿久保 2.0 0.0 0.0 0.8 2.0 0.8 2.8

大　橋 0.1 0.0 0.0 0.3 0.1 0.3 0.5

大　石 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

火の見下 0.3 0.0 0.0 0.4 0.3 0.4 0.7

地蔵面 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.3

大　坦 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1

西　庵 0.2 0.0 0.1 0.3 0.3 0.3 0.6

糀　免 0.2 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1 0.3

天王下 0.7 0.0 0.0 0.3 0.7 0.3 1.1

竹の内 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.4

玉井小学校 0.6 0.0 0.0 0.4 0.6 0.4 1.0

西　原 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.2

寺久根 0.1 0.0 0.0 0.8 0.7 0.0 0.0 0.4 0.8 1.2 2.0

農協前 1.4 0.1 0.0 1.2 0.5 0.1 0.1 0.5 2.0 2.0 3.9

玉井下町 0.3 0.8 0.0 0.4 0.4 0.0 0.0 0.1 0.6 1.3 1.9

道谷地 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.2

山ノ神 0.2 0.1 0.0 0.2 0.3 0.1 0.0 0.2 0.5 0.7 1.2

戸　崎 0.0 0.4 0.3 0.1 0.1 0.4 0.2 0.0 0.6 0.8 1.4

愛宕下 0.0 0.6 1.3 0.1 0.0 1.0 0.9 0.0 2.2 1.7 3.9

荒　町 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.1 0.4 0.5

下　町 0.0 0.2 0.1 0.0 0.0 0.5 0.1 0.0 0.3 0.7 1.0

本宮駅入口 0.0 0.5 0.1 0.0 0.0 0.3 0.1 0.0 0.2 0.8 1.0

本宮駅前 0.0 3.3 4.1 0.0 0.0 1.1 0.9 0.0 4.9 4.4 9.3

6.2 6.2 6.4 6.4 3.9 3.9 2.3 2.3 18.8 18.8 37.5合計

合計

1日あたりバス停別乗降者数（R2年度）

岳
線

二
本
松
市

大
玉
村

竹
ノ
内
線

岳
線
・
竹
ノ
内
線

本
宮
市

バス停

岳線 竹ノ内線

①岳温泉↓本宮駅 ②本宮駅↑岳温泉 ③糀免↓本宮駅前 ④本宮駅↑糀免 利用者数

(単位：人) 



- 24 - 

 

（２）福祉バスの利用状況 

  大玉村では、高齢者の通院を支援し、健康の維持増進と家族負担軽減を図る

ため、大玉村社会福祉協議会に委託し、無料の福祉バスを運行しています。 

  車両は 1 台のみですが、曜日ごとにコースを分けて、村内全域を運行して

います。土日祝日・年末年始については運休となっています。 

  なお、高齢者の通院以外に放課後児童クラブの送迎にも車両を活用してい

ます。 

【福祉バスの概要】 

対 象 者 ・65 歳以上の高齢者で、通院を目的とする方 

・心身に障害を持ち、通院を目的とする方 

※買い物やお見舞いのための利用は原則不可 

コ ー ス 曜日ごとにコースを分け、総合福祉センターさくらから村内各

地区の指定箇所を巡回して本宮・二本松市街地の病院に送迎 

運行事業者 シルバー人材センターへ委託 

運行方式 マイクロバスによる定時・定路線・非予約型。 

停車位置・時刻は指定されているがバス停は設置していない 

利用料金 無料 

運 休 日 土曜日・日曜日・祝日・年末年始（12 月 29 日～1月 3日） 

 

①利用実績の推移 

過去 6 年間の推移では、平成 27 年度に 3,446 人であったのが、令和 2 年度

には 766 人にまで減少しています（6年間で 2,680 人、78％の減）。 

令和 2 年度については新型コロナウイルス感染症による影響が大きいもの

と考えられますが、特にデマンドタクシーの運行が始まった平成 29 年度から

30 年度にかけて大きく減少しています。１日平均利用者数は、令和 2 年度で

3.2 人となっています（年間利用者数 766 人÷稼働日数 239 日）。 
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②実利用者数の状況 

 利用者の実数について、令和 3 年 5～6 月の期間中に調査をしたところでは

38 人の利用がありました。 

年齢としては、80 代の利用が 22 人と多く、90 代の利用も 8人ありました。 

行先としては、谷病院及び枡記念病院を利用している人が 12 人と最も多く、

次いで池田眼科 9 人となっています。 

デマンドタクシーの運行していない二本松市街地の病院を利用している人

は、野地眼科 3 人、二本松病院 1人、さくらクリニック 1人、斎藤医院 1人で

した。 
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※R3.5-6 乗降者調査より 

（単位：人） 

（単位：人） 
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③令和 2 年度利用実績（延べ数） 

  令和 2 年度の利用実績を延べ数（行きのみ）でみると、利用が多い目的地と

しては、谷病院、枡記念病院、池田眼科、野地眼科などとなっており、本宮市

内の利用が多いです。 

  

 

 

曜日別にみると、月曜日、火曜日、木曜日の利用は多くありますが、水曜日

と金曜日の利用は少なくなっており、曜日によって利用の偏よりが見られます。 

  

 

 

 

 

 

月, 147 , 

41%

火, 87 , 24%

水, 12 , 3%

木, 92 , 26%

金, 23 , 6%

曜日別利用状況

利用者数 利用者数
谷病院 145 枡記念病院 95
池田眼科 55 野地眼科 26
よしだ内科 7 さくらクリニック 14
国分歯科医院 6 斎藤医院 2
上遠野医院 6 二本松病院 1
本宮駅 1 枡病院 1
大道寺歯科医院 1 小計 139
やなぎほり皮膚科 1

小計 222 361

福祉バス利用実績（令和２年度・行きのみ）

目的地 目的地

二
本
松
市
内

合計

本
宮
市
内
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（３）デマンドタクシーの利用状況 

 大玉村では、公共交通空白地域・不便地域の解消及び高齢者・障がい者等の外

出支援を図ることを目的として、平成 29 年 7 月から社会実験により新たな公共

交通としてデマンドタクシーを導入し、平成 30 年度から本格運行を行っていま

す。 

 さらに、令和 2 年秋からは新型コロナウイルス感染症対策として 2 台体制に

増車をして運行しています。 

 

【デマンドタクシーの概要】 

運行形式 事前登録・予約・乗合制。 

本宮地区タクシー協会に委託し、ワゴン車 2台（乗客定員 9人）

により運行している。（※令和 2年 11 月より 2台に増車） 

村内の自宅と村内、本宮市市街地及び二本松市杉田地区内の対

象施設との間を利用者の希望時間や乗車場所などの需要（デマ

ンド）に合わせて複数の方が乗り合うシステム（区間運行方式）。 

対象施設 村内公共施設、医療機関、本宮駅・杉田駅、金融機関、村内郵

便局、村内小売店 

運行時間 （行き）8:00、10:00、13:00、15:00 

（帰り）9:00、11:00、14:00、16:00 

利用方法 役場への事前登録を済ませた上で、タクシー会社受付に電話予

約。行きは前日まで、帰りは当日 1時間前までに予約が必要。 

運賃 1 回 300 円（片道） 

要介護・要支援者、障がい者、未就学児は無料 

運休 土日・祝日、お盆（8 月 14 日～16 日）、年末年始（12 月 29 日

～1月 3日） 
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①利用実績の推移 

平成 29 年 7 月の運行開始から利用者は増加傾向で推移してきました。利用

者は平均で毎月延べ 300～400 人程度、1日平均（毎月 20 日程度運行）で 15～

20 人程度が利用していることになります。 

令和 2 年度は年間で延べ 3,984 人、１日あたり平均利用者数は 16.4 人（年

間利用者数 3,984 人÷運行日数 242 日）、実数としては 145 人の利用がありま

した。なお、令和 2 年度末までの利用登録者数は延べ 754 人となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H29 は 7 月から 3月までの 9 か月間の運行。 
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②利用者の属性（実人数） 

 令和 2 年度のデマンドタクシー利用者の年齢及び区分は次のとおりとなっ

ています（実人数による内訳）。年齢別では 80 代が 48％と最も多く、60 代以

上の高齢者の利用が大半を占めています。利用者の区分としては、障がい者が

18％、要介護・要支援者が 13％、免許返納者の利用が 16％となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

③対象施設別利用状況 

 令和 2年度の利用者の目的地（対象施設）は次のとおりとなっています（延

べ数による内訳）。医療機関が全体の 59％、小売店が 18％と多く利用されてい

ます。村内の利用が 26％、村外への利用が 74％となっています。利用が多い

施設としては、谷病院、プラント 5、まゆみ歯科医院、本宮駅、枡記念病院、

県商工信用組合などとなっています。 

公共施設, 214, 5%

小売店, 713, 18%

農協・郵便局, 92, 2%

医療機関, 2338, 59%

本宮駅・杉田駅, 296, 8%

金融機関, 331, 8% 村内

26%

村外

74%

対象施設別区分（延べ数）

10代以下, 1, 1% 20代, 2, 1%

40代, 2, 1%

50代, 3, 2%

60代, 17, 

12%

70代, 35, 

24%

80代, 69, 

48%

90代以上, 16, 

11%

利用者の年齢（実人数）

一般, 77, 53%

要介護・要支援者, 19, 13%

障がい者, 26, 18%

免許返納者, 23, 16%

利用者の属性（実人数）
(単位：人) 

(単位：人) 

(単位：回数) 
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④時間帯別（便別）利用状況 

 令和 2年度の時間帯別（便別）の利用状況は次のとおりとなっています。 

行きの便については 8 時台の利用が最も多く、次いで 10 時台となっていま

す。帰りの便については 11 時台、14 時台、16 時台の利用が多くなっていま

す。9時台の帰りの便や 15 時台の行きの便の利用は少なくなっています。 
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（参考）鉄道の利用状況 

鉄道については、JR 東北本線が村の東部を南北に走っていますが、村内には

駅は設置されていません。最寄りの駅としては、北東部に「杉田駅（二本松市）」、

南東部に「本宮駅（本宮市）」があり、主に本宮駅が多く利用されています。 

平日、休日ともに１日に上り 24 本、下り 24 本の合計 48 本が、毎時 1,2 本の

間隔で運行しています。 

令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響があると考えられるものの、

それ以外の年では、利用者は年間 1,800 人程度となっています。 

なお、本宮駅については、令和 3 年 12 月に新駅舎、東西自由通路が完成し、

今後は西口広場の工事が進められる予定となっております。 

出典：JR 東日本ホームページ 
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３－３ 公共交通に対する村の財政負担 

 村が主体となって運行している公共交通については、村の財政負担により維

持しています。広域生活バス及びデマンドタクシーについては運賃収入及び県

からの補助金の他、国による交付税措置もありますが、大部分が村の負担となっ

ています。 

また、令和 2 年度秋からは新型コロナウイルス感染症対応としてデマンドタ

クシーを 1 台増車しています。車両の購入にあたっては国の交付金を活用しま

したが、維持管理に係る費用は今後村の負担となっていきます。さらに、経常的

な運行費用だけでなく、将来的には車両の更新による負担の発生も見込まれま

す。 

 

各公共交通に係る財政負担の状況（令和 3年度当初予算） 

（単位：円） 

項目 村負担額 運賃収入 県補助金 

広域生活バス 5,950,785 568,570 371,000 

福祉バス 2,473,000 － － 

デマンドタクシー 14,897,259 660,000 931,000 

合計 23,321,044 1,228,570 1,302,000 

※広域生活バスについては各市町村負担割合に基づき按分した金額（大玉村 61.73662％）。 

※広域生活バス及びデマンドタクシーの運賃収入は委託先事業者の収入となっており、村

は運行経費から運賃収入を除いた部分を負担している。 

※広域生活バス及びデマンドタクシーについては特別交付税の対象として国の財政措置が

ある。 

 

 

広域生活バス及びデマンドタクシーの収支状況（令和 2年度実績） 

項目 
運行経費 

(a) 

運賃収入 

(b) 

利用者数 

(c) 

収支率 

(b)/(a) 

1 人あたり

村負担額 

(a-b)/(c) 

広域生活バス 6,566,069 円 645,148 円 5,500 人 9.8％ 1,077 円 

デマンドタクシー 11,229,861 円 700,800 円 3,984 人 6.2％ 2,643 円 

※広域生活バスの運行経費、運賃収入は村負担割合に応じた金額。 

※デマンドタクシーの運行経費は 11 月から 2台に増車した後の金額。 
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３－４ 公共交通に対するニーズ 

（１）公共交通に対する満足度 

令和元年度に行ったむらづくりに関する村民アンケート調査によると、公共

交通に対する村民の満足度は次のとおりとなっており、満足度は低い結果とな

っています。 

 

※村民アンケート調査：令和 2年 1月～2月実施／配布 2,000 人、回収 846 人 

 

公共交通に対する満足度 

満足 やや満足 
どちらとも 

いえない 
やや不満 不満 無回答 合計 

52 人 97 人 270 人 191 人 209 人 27 人 846 人 

6% 11% 32% 23% 25% 3% 100% 

 

（２）公共交通の利用状況 

同アンケートによると、村民の最近 1 年間における公共交通の利用状況につ

いては次のとおりとなっています。 

 

①JR 東北本線 

「週に 1回以上利用している」又は「月に 1 回以上利用している」と答えた

人は全体の 9％、「年に数回は利用している」人は 33%、「ほとんど利用しない」

人と「利用したことがない」人を合計すると 50％以上となっています。割合

としては多くありませんが、通勤通学による定期的な利用や一時的利用がある

ことが分かります。 

 

 

②広域生活バス 

 「ほとんど利用しない」が 10％以上、「利用したことがない」が 80％以上と

なっており、特定の人以外にはあまり利用されていない実態にあることが分か

ります。 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

週に１回以上利用している 30 4% 17 9% 8 3% 5 1%

月に１回以上利用している 43 5% 11 6% 19 6% 13 4%

年に数回は利用している 278 33% 64 34% 120 39% 92 27%

ほとんど利用しない 269 32% 53 28% 101 33% 114 33%

利用したことがない 210 25% 42 22% 57 19% 111 32%

無回答 16 2% 2 1% 3 1% 10 3%

合計 846 100% 189 100% 308 100% 345 100%

総計 10～30歳代 40・50歳代 60歳代以上

JR東北本線
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③福祉バス 

 60 歳代以上でも「ほとんど利用しない」が 8％、「利用したことがない」が

86％となっています。本アンケートに対して、福祉バスを必要とする高齢者や

障がい者の回答が少ないことも一つの要因とも考えられますが、特定の人以外

にはあまり利用されていない実態にあることが分かります。 

 

 

④デマンドタクシー 

「利用したことがない」が 91％となっており、広く村民一般に利用されて

いるとはいえない状況にあることが分かります。ただし、デマンドタクシーの

利用者の多くが高齢者や障がい者でありから、本アンケートへの回答が少ない

ことも一つの要因とも考えられます。 

 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

週に１回以上利用している 1 0% 0 0% 0 0% 1 0%

月に１回以上利用している 7 1% 2 1% 1 0% 4 1%

年に数回は利用している 32 4% 9 5% 10 3% 13 4%

ほとんど利用しない 108 13% 15 8% 43 14% 49 14%

利用したことがない 680 80% 162 86% 251 81% 265 77%

無回答 18 2% 1 1% 3 1% 13 4%

合計 846 100% 189 100% 308 100% 345 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

週に１回以上利用している 1 0% 0 0% 0 0% 1 0%

月に１回以上利用している 4 0% 1 1% 0 0% 3 1%

年に数回は利用している 26 3% 7 4% 8 3% 11 3%

ほとんど利用しない 84 10% 14 7% 32 10% 37 11%

利用したことがない 710 84% 166 88% 265 86% 277 80%

無回答 21 2% 1 1% 3 1% 16 5%

合計 846 100% 189 100% 308 100% 345 100%

広域生活バス岳線（本宮駅⇔岳温泉）

広域生活バス竹ノ内線（本宮駅⇔糀免）

総計 10～30歳代 40・50歳代 60歳代以上

総計 10～30歳代 40・50歳代 60歳代以上

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

週に１回以上利用している 2 0% 0 0% 1 0% 1 0%

月に１回以上利用している 2 0% 0 0% 0 0% 2 1%

年に数回は利用している 6 1% 1 1% 0 0% 5 1%

ほとんど利用しない 60 7% 10 5% 23 7% 27 8%

利用したことがない 759 90% 177 94% 281 91% 298 86%

無回答 17 2% 1 1% 3 1% 12 3%

合計 846 100% 189 100% 308 100% 345 100%

福祉バス
総計 10～30歳代 40・50歳代 60歳代以上
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⑤一般のタクシー 

 「週に 1回以上利用している」や「月に 1回以上利用している」といった形

で定期的に利用している人は少ないですが、「年に数回は利用している」とい

う回答は 23％となっており一定のニーズがあることが分かります。 

 

 

（３）公共交通施策に求めるもの 

「公共交通施策を充実するとしたら何を望むか」という質問に対しては、村内

への駅の誘致、広域生活バスの充実という回答がそれぞれ全体の 25％と最も多

く、デマンドタクシーの充実が 13％、福祉バスの充実が 6％となっています。 

一方、「財政負担を増やしてまで、公共交通を充実する必要はない」という回

答も全体の 14％となっています。 

 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

週に１回以上利用している 2 0% 0 0% 0 0% 2 1%

月に１回以上利用している 2 0% 0 0% 0 0% 2 1%

年に数回は利用している 7 1% 2 1% 0 0% 5 1%

ほとんど利用しない 53 6% 9 5% 21 7% 23 7%

利用したことがない 766 91% 177 94% 284 92% 302 88%

無回答 16 2% 1 1% 3 1% 11 3%

合計 846 100% 189 100% 308 100% 345 100%

デマンドタクシー
総計 10～30歳代 40・50歳代 60歳代以上

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

週に１回以上利用している 3 0% 0 0% 1 0% 2 1%

月に１回以上利用している 12 1% 6 3% 4 1% 2 1%

年に数回は利用している 196 23% 31 16% 87 28% 77 22%

ほとんど利用しない 222 26% 56 30% 90 29% 75 22%

利用したことがない 393 46% 95 50% 123 40% 174 50%

無回答 20 2% 1 1% 3 1% 15 4%

合計 846 100% 189 100% 308 100% 345 100%

一般のタクシー
総計 10～30歳代 40・50歳代 60歳代以上

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

村内への駅の誘致 210 25% 80 42% 81 26% 48 14%

広域生活バスの充実 210 25% 49 26% 78 25% 82 24%

福祉バスの充実 49 6% 5 3% 9 3% 35 10%

デマンドタクシーの充実 109 13% 8 4% 43 14% 58 17%

その他 27 3% 7 4% 15 5% 5 1%
財政負担を増やしてまで、公共交

通を充実する必要はない
120 14% 28 15% 43 14% 48 14%

わからない 102 12% 12 6% 35 11% 55 16%

無回答 19 2% 0 0% 4 1% 14 4%

合計 846 100% 189 100% 308 100% 345 100%

公共交通施策の充実に望むもの
総計 10～30歳代 40・50歳代 60歳代以上
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（４）バス交通に対するニーズ 

平成 26 年に実施した公共交通に関する単独アンケート調査によると、バス交

通に対するニーズとして主に次のような点があげられています。 

 

※公共交通アンケート調査：平成 26 年 8 月～9月実施／配布 1,500 人、回収 697 人 

 

①現在のバス交通に満足していない点 

主な回答 人数 割合 

バスの運行本数が少ない 123 人 17.6％ 

バスの運行コースが自宅近くを通っていない 98 人 14.1％ 

利用したい時間帯に運行していない 97 人 13.9％ 

 

②広域生活バスについての改善要望点 

主な回答 人数 割合 

大山地区にもコースを作る 105 人 15.1％ 

鉄道への乗り継ぎを考慮しダイヤを変更する 105 人 15.1％ 

日曜日や祝日にも運行する 102 人 14.6％ 

朝・夕の便数を増やす 97 人 13.9％ 

 

③今後のバス交通についての考え 

主な回答 人数 割合 

村の財政負担は増やさないで、新たな形の交通体系を

構築する 

249 人 35.7％ 

村の財政負担を増やしてでも、交通弱者の利便性を良

くするために、今より充実させる 

132 人 18.9％ 

村の財政負担は増やさないで、現在の交通体系を維持

する 

108 人 15.5％ 
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４．公共交通の課題と果たすべき役割                             

 大玉村における公共交通をとりまく実態を踏まえ、村の地域公共交通に関す

る課題と、その果たすべき役割を次のとおり整理します。 

 

４－１ 「地域の現状」からみた課題 

（１）立地上の課題 

①公共施設 

役場、学校、公民館、社会体育施設などの主要公共施設は分散して立地して

います。デマンドタクシーは各公共施設ともに対象施設として運行しています

が、広域生活バスで行くことができる施設は一部に限られています。特に大山

地区の公共施設へは広域生活バスで行くことができない状況となっています 

 

②商業施設 

コンビニや個人商店は複数点在していますが、規模の大きい食品スーパーと

しては、国道沿線に立地する大型商業施設 1軒のみであり、基本的に自動車に

よるアクセスが前提となっています。日常の買い物では近隣市の食品スーパー

や商業施設を利用する人も多いのが実態です。 

村内の商業施設は大小問わずデマンドタクシーで利用できますが、村外は対

象施設となっていません。ただし対象となっている病院や金融機関など近隣施

設での乗降は可能であるため、デマンドタクシーにより村外に買い物をするこ

とも可能となっています。 

一方、広域生活バスはルート沿線のコンビニエンスストア、個人商店などは

利用できますが、大型商業施設からはルートが離れています。なお、本宮市街

地にあるスーパーの前にはバス停もあり、利用が多くあります。 

  村では、移動販売車の支援なども行っているところですが、引き続き、自家

用車に頼らない買い物のための移動手段を確保するとともに、村内の商業振

興を図る必要があります。 

 

③学校施設 

小学校・幼稚園についてはスクールバスが利用でき、中学校についても自転

車通学を可能としているため、広域生活バスやデマンドタクシーの利用ニーズ

は現在のところ大きくありません。 

一方、村内には高校がないため、高校生の多くは鉄道や家族による送迎で本

宮市、郡山市、二本松市、福島市等の近隣市内の高校へ通学している状況にあ

ります。広域生活バスにより本宮駅までの移動手段は確保されていますが、バ

ス路線が限られていることから利用も限定的となっています。また、デマンド
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タクシーについては早朝、夕方の通学時間には運行していないことや定時性が

確保できないため、同様に現在の運行体制では利用が限定的となっています。 

 

④医療施設 

近隣の本宮市や二本松市の医療機関を利用する必要があるため、村外へのア

クセスが不可欠となっています。 

福祉バスでは、本宮市、二本松市の多くの病院を利用できますが、曜日ごと

に村内の巡回コースが異なるため、利用したいときに利用できないこともあり

ます。広域生活バスでは谷病院など本宮市街地の病院は利用できますが、東北

病院や枡記念病院、二本松市街地の病院などは路線から大きく離れているため

利用できません。また、デマンドタクシーでは二本松市中心部は運行エリア外

となっているため、福祉バスが対象となっている病院であっても利用すること

ができない部分が存在しています。このように、各公共交通それぞれで重複や

不足が生じている状況となっています。 

 

⑤観光施設 

主要な観光施設としては、ゴルフ場、オートキャンプ場、温泉宿泊施設があ

りますが、いずれも中山間地に立地しており公共交通のアクセスには欠けてい

ます。そのため、自家用車、タクシー、各施設の送迎を利用する必要がありま

すが、ゴルフ場やオートキャンプ場については施設の性格上、自家用車の利用

を前提としている面もあるため、ニーズは多くないと考えられます。一方、村

の温泉宿泊施設については、村民の日帰り入浴に多く利用されており、高齢者

の利用も多く、施設による送迎も一定数以上の人数でなければ利用できないた

め、一定のニーズがあると考えられます。 

 

（２）人口の状況から見た課題 

本村ではこれまで人口増加を続けてきましたが、将来的には人口減少も予想

されています。一方で、転入者の増加や新たな住宅地の造成など転出入による社

会増減が大きい影響を与えていることから、新たな交通需要への対応も求めら

れています。また、集落が全域に分散していることから、きめ細かい交通ネット

ワークが求められています。 

さらに、今後は高齢者のさらなる増加に対応した移動手段の確保もこれまで

以上に求められます。高齢化の進行により、今まで自分で自動車を運転していた

人が自分自身で運転できなくなること増えると予想され、運転免許証を返納す

る高齢者への増加への対応（自動車以外の移動手段の確保）が求められています。 
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（３）移動実態から見た課題 

本宮市、郡山市、二本松市、福島市など近隣市への通勤通学が多く、移動手段

としては自家用車が多く利用されており、公共交通の利用は少ない実態にあり

ます。自家用車を持たない、または運転することができない住民の移動手段の確

保や公共交通の利用促進が求められています。 

また、駅、商業施設や医療機関等の生活関連施設が村内には不足しており、日

常生活の利便性を確保するためにも隣接市へのアクセスが必要不可欠です。 

現在の各公共交通の対応エリアをみると、本宮市へのアクセスについては、デ

マンドタクシー、広域生活バス、福祉バスのいずれでも可能となっています。二

本松市へのアクセスについては、福祉バスでは市街地の病院までアクセスでき

ますが、デマンドタクシーでは大玉村に隣接する杉田地区までと限られていま

す。また、広域生活バスは岳温泉にはアクセスしていますが市街地へのアクセス

はない状況となっています。 

このように公共交通それぞれで重複する部分や不足している部分もあること

から、移動実態に即した交通体系の再編も必要となっています。 

 

４－２ 「公共交通の現状」からみた課題 

（１）公共交通の利用状況からみた課題 

①広域生活バス 

廃止代替路線として運行を開始した経緯や、安価な運賃で誰でも利用できる

公共交通として、村民の生活交通を支えてきた役割は大きいものといえます。 

一方、年々利用者が減少傾向にある中で、運賃収入の低下、県補助金制度の

変更等により財政負担が年々増加しています。特にデマンドタクシーが運行し

た平成 29 年度以降は利用者が大きく減少している状況にあります。 

マイクロバス車両に対して現在の利用者数では輸送力が過剰な状況となっ

ているため輸送の効率化が必要となっています。また、路線が固定化している

ため、沿線人口や生活関連施設と必ずしも結びついていない運行ルートとなっ

ていることなど、現在の生活環境や住民ニーズと乖離が生じています。一方、

路線拡大は財政負担の増大に直結することや、自家用車を利用できる方であれ

ば路線を拡大してもバスを利用するようになるとは限らないことにも留意す

る必要があります。 

これらの点を踏まえて運行内容そのもののあり方を見直しする必要があり

ます。 

 

②福祉バス 

高齢者・障がい者のため、利用者や利用目的などが限定的ではあるものの、

無償により利用できるということもあり、本村の福祉施策として重要な役割を
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果たしてきたといえます。 

一方、利用者が年々減少傾向にあり、高齢者の通院目的という点に関しては、

新たに運行を開始したデマンドタクシーと利用実態が重複している状況にあ

ることから、公共交通全体としての効率化も求められています。 

利用者の減少については、高齢化によってニーズが増加しているとも考えら

れますが、曜日によって運行ルートが異なることや、自宅までの送迎ではなく

バス停が定められていることから、新たに運行を開始したデマンドタクシーに

利用が移行していることも一因と考えられます。 

また、現在は利用目的が高齢者や障がい者の通院に限定されていますが、運

賃を無料としていることから、利用目的の拡大を無制限にすることも難しい部

分があります。さらに、車両が中型バスを利用しているため、幅員の狭い道路

は運行できないことや、現在の車両導入から 10 年が経過しているため今後は

車両の修繕や更新も必要となってくるなど、車両面の課題もあります。 

運転手の高齢化や大型運転免許を有する人材の確保が難しくなっているこ

となど運転手の確保の面についても課題があります。 

高齢社会に対応した移動手段の確保は今後ますます重要となりますが、利用

実態が重複しているデマンドタクシーと一体的に運行内容の見直しを検討し

ていく必要があります。 

 

③デマンドタクシー 

運行開始から 4 年以上が経過しますが、利用者も増加し定着が進んできた

ことで、当初の導入目的である公共交通空白地域の解消、交通弱者への交通手

段の提供ということに関しては、役割を果たしているといえます。 

一方、電話による事前予約が必要であるなど利用手続きが従来型のバス交通

に比べて煩雑なこと、予約乗合形式への理解が十分でないことなども課題とな

っています。引き続き利用促進のため周知広報を図るとともに、予約が困難な

方へのサポートなどきめ細かな対応も求められています。 

また、現在の運行時間や運行形態では定時性を確保できないため通勤通学の

利用が難しいことや、平日日中のみの運行のため、仕事をしている若い世代に

は利用する機会が限定的となっていることも課題です。 

一方、現在の利用者の中には、介助を必要とする人や要介護者もおり、送迎

サービスのほかに福祉分野へ橋渡しする役割も求められています。 

 

（２）公共交通に対する村の財政負担からみた課題 

 重複した路線を複数運行することで、運行費用がかさみ無駄が生じている状

況となっています。村が提供している公共交通サービスは国や県の財政的支援

を受けているものの、運行体制の拡充や、維持管理費の増加、利用者の減少によ
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る運賃収入の低下などの影響により、財政負担が年々増大しています。 

一方、日常生活を支える基本的なサービスとして、誰もが気軽に利用できるよ

うな運賃を維持していく必要があり、持続可能な公共交通としていくためには、

運行体制の見直しや利用促進が求められます。 

 

（３）公共交通に対するニーズからみた課題 

 現状として村民の公共交通に対する満足度は低いことから、ニーズに即した

公共交通施策の維持・改善が求められています。 

村民アンケートなどではバス路線の充実や駅の誘致を求める意見が多くあり

ますが、一方で、村の財政負担を増やさないで、新たな形の交通体系を構築する

ことを求める意見もあります。 

バス路線の充実については、路線を新設することは運行経費に直結します。財

政負担を増やさないためには、既存の路線を廃止して、新たな路線に振り替える

ことが必要となります。さらに、これまで自家用車を利用していた人がバスを利

用できるような環境になったとしても、自家用車の相対的な利便性の高さから、

すぐにバスが多くの人に利用されるようになるわけではないとも考えられます。 

駅の誘致についても以前から要望があり、村としてもこれまで検討を進めて

きましたが、駅舎等に係る建設費や駅前開発、アクセス整備などに村による多額

の負担を必要とし、また駅の維持費が確保できるだけの利用者が見込めない限

り新駅の設置は認められないなど、現状では大きな課題があります。 

 

４－３ 公共交通の果たすべき役割 

 本村における公共交通をとりまく実態や課題を踏まえ、公共交通が果たすべ

き役割を以下のように整理します。 

（役割１）買い物や通勤、通学、通院等の日常生活を支える 

公共交通は、買い物や通勤、通学、通院などの日常生活を支える重要な移動手

段です。本村の自家用車保有率は高い状況ですが、高齢化や運転免許証自主返納

者などの増加により、公共交通の必要性は今後さらに高まると予想されます。本

村における公共交通は、日常生活を支える移動手段としての役割を担います。 

（役割２）村内外に広がる広域的なアクセスを確保する 

本村は、生活圏を共にする近隣の本宮市、二本松市、郡山市、福島市などへの

移動需要が多くあります。近隣自治体とも連携しながら、鉄道や広域的な交通網

への接続により、広域的な移動手段としての役割を担います。 

（役割３）人が定住する活力ある村づくりに寄与する 

 本村の基本理念の一つである「人が定住する活力ある村」を目指し、将来にわ

たり持続可能な形で、公共交通の利便性を確保することにより、「住んでよかっ

た」「住み続けたい」と思える村づくりに寄与する役割を担います。 
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５．見直しの方向性                                  

公共交通の見直しにあたっては、このような課題や公共交通の果たすべき役

割を踏まえ、可能な限り財政負担を増やさないよう交通体系全体としての最適

化を図りつつ、増大するニーズに対応していくことが求められています。 

実態として公共交通を利用する人が減少傾向にあることは事実ですが、一方

で今後の高齢化の進行や、それに伴って運転免許返納もさらに進んでいく中に

おいて、生活基盤である移動手段の確保はこれまで以上に重要となります。 

持続可能な公共交通を維持するためにも、財政負担の軽減を考慮することは

重要ですが、コスト削減を第一にすることで、住民サービス水準の低下につなが

らないようにする必要があることは言うまでもありません。 

このため、サービス水準の維持向上に努めつつ、現在の財政負担の範囲内で、

既存の資源を最適化することで、より効果的で効率的な運行ができる公共交通

を目指していくことを基本方針としていきます。 

 

５－１ 広域生活バスについて 

（１）基本的な考え方 

 廃止代替路線として運行を開始した経緯や、公共交通を代表する定時定路線

バスとして、村民の生活交通を支えてきた役割は大きいものといえます。 

一方、利用者の減少や社会生活環境の変化、デマンドタクシーの新規運行など

バス路線をとりまく環境が以前とは大きく変わってきていることから、現在に

おいては運行の在り方そのものを見直す必要性が高いと考えます。 

 

（２）見直しの方向性 

 集落が分散し立地する本村の地理的特性や現在のバスの利用状況を踏まえる

と、村内を広くカバーできる路線の創設は現実的には難しく、また利用者が大

きく増えることも見込み難いのが現状にあります。 

バス路線の充実については住民アンケートからも要望が多くあることは事実

ですが、前述したとおり、バス路線の新設は財政負担の増大に直結し、またバ

ス路線の新設やルート・ダイヤの拡大をしたとしても、自家用車を利用してい

る方がすぐにバスを利用するようになるとは限らず、路線の固定化により見直

しも難しく、投資に対して効果は限定的となる可能性が高いと考えられます。 

 こうした本村の状況や高齢化の進展への対応を考慮すると、今後はより村民

ニーズにきめ細かく対応するため、バス路線による幹線ネットワークから、需

要に応じて機動的に運行することができるデマンドタクシーを中心とした公共

交通体系へと転換を図っていくことが必要であると考えます。 
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 本村としてはこれまでの利用状況の推移やバス路線をとりまく環境を踏まえ

ると、広域生活バスについては廃止もやむを得ず、代替としてデマンドタクシ

ーの拡充をしていくことが適当であると考えます。 

一方、広域生活バスを廃止した場合、早朝及び夕方の時間帯に運行する公共

交通が不足してしまうこと、通勤通学目的の利用者に対してはデマンドタクシ

ーでは定時性が確保できないことから、代替手段を確保することが必要となり

ます。 

 このため、デマンドタクシー車両を活用して、朝夕の通勤通学時間帯につい

て従来のバス路線を基本に定時定路線で運行することを計画していきます。 

 

５－２ 福祉バスについて 

（１）基本的な考え方 

福祉バスは、高齢者の通院を支援し、健康の維持増進と家族の負担軽減を図る

ため重要な役割を担ってきましたが、現在はデマンドタクシーと利用実態が重

複していることもあり、通院利用の平均乗車数は 1 日約 3 人と極めて低くなっ

ています。1日 10 人以上の利用は年間を通してもほとんどなく、26 人乗りマイ

クロバス車両は過大であるともいえます。 

 また、高齢者の移動手段の確保としては、村内全域をドアツードアに近い形態

で、曜日やルートに関係なくきめ細かく運行することができ、機動性・汎用性の

あるワゴン車両を活用したデマンドタクシーがより適していると考えられます。 

 

（２）見直しの方向性 

 デマンドタクシーに資源を集中することで、今後の高齢化に対応した移動手

段の維持確保に努めていくため、デマンドタクシーへの統合を進めていきます。

一方、デマンドタクシーでは二本松市街地病院がエリア外となっていることや、

無料から有料になるなど一部の利用者に不便を来たす可能性もあることから、

利用者の理解を得られるよう努めるとともに、外出支援による対応や公共交通

を補完する手段についても検討していきます。 

 

５－３ デマンドタクシーについて 

（１）基本的な考え方 

 デマンドタクシーは、村内全域をカバーする新たな公共交通システムとして、

買い物や通院、日常生活全般の移動を支える重要な役割を担っており、利用者の

多様なニーズに対応できることから、引き続き、交通事業者と連携しながら利便

性向上を促進します。 

本村の生活環境や公共交通全体の利用状況を踏まえると、きめ細かさと機動

性を備えたデマンドタクシーを新たな公共交通体系の中核を担う交通システム
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と位置付け、これまで以上に「村民の足」としての役割を果たせるよう運行を継

続していくことが必要です。 

 

（２）見直しの方向性 

デマンドタクシーはバスと異なり定時速達性には欠けますが、ドアツードア

に近い形態で、利用目的を問わず運行しているため、広域生活バスや福祉バスの

代替として機能できるよう運行体制を整えることが必要です。 

すでに令和 2 年秋から新型コロナウイルス感染症への対応として、車両を 2

台体制に拡充しており、バス利用者の受け皿として役割を果たすことが可能と

なっています。 

引き続き、利便性の向上に努めつつ、高齢者以外の年齢層も含め幅広く住民の

利用促進を図ります。 

 

５－４ その他 

（１）公共交通を補完する取組みについて 

これまで整理したとおり、行政が提供できる資源にも制約がある一方で、高

齢化の進行や将来的な人口減少など移動手段の確保はますます重要となり、今

後は「公助」としての公共交通だけでなく、「共助」による地域の支え合いの

中での移動手段の確保も必要になると考えられます。 

村でも外出支援として職員ボランティアによる移動支援に努めてきました

が、地域の公共交通を地域で支え合える仕組みの構築に向け検討を進めていき

ます。 

 

（２）公共交通の利用促進について 

 公共交通を再編するに際しては、村民へのわかりやすい情報発信や丁寧な説

明が不可欠です。広報やチラシ、ホームページによる発信はもちろんですが、住

民説明会の開催や、地区単位の集会や各種行事等、様々な機会をとらえて周知広

報を行っていくとともに、村民の意見や要望等を伺いながら、公共交通の改善に

取り組んでいく必要があります。 

 特にデマンドタクシーについては予約乗合制であり、一般のタクシーやバス

とは異なる部分があり、初めて利用する人でも気軽に利用できるよう、利用方法

の丁寧かつ分かりやすい説明が必要です。 

また、村民が公共交通を利用し、理解する機会を積極的に提供していくことを

検討するとともに、高齢者の運転免許自主返納を引き続き支援し、公共交通の利

用を促進していきます。 

村民の生活スタイルの中に少しでも公共交通を取り入れる機会が生まれるよ

う、中長期的に公共交通利用意識の醸成に取り組むことも重要です。 
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（３）広域的な移動手段の確保について 

 生活圏を共通にする近隣自治体と広域的なネットワークを維持することは本

村のみならず圏域全体にとって重要です。特に生活面での結びつきが強い本宮

市・二本松市と引き続き連携していくとともに、郡山市を中心に構成する「郡山

広域連携中枢都市圏」や福島市を中心に構成する「福島圏域」での広域連携の枠

組みも活用しながら、広域的な移動手段の在り方を検討していきます。 

 

５－５ 見直しに向けて 

 行政、地域住民、事業者など多様な主体と協働による公共交通体系を構築し

ていくため、地域住民や関係団体の代表者から組織する「大玉村公共交通政策

検討委員会」を中心に公共交通のあり方について検討を進めていきます。 

 また、再編にあたっては、地域住民の理解を得るよう努めていくとともに、

社会実験を実施しながら段階的に運行内容の見直しを図りながら進めていきま

す。 

 

公共交通再編のイメージ 
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６．計画の基本方針と目標                               

６－１ 計画の基本方針 

 地域概況や公共交通に対する課題、公共交通の果たすべき役割を踏まえ、大玉

村の公共交通体系のあるべき姿を地域公共交通計画の基本方針として設定しま

す。なお、この基本方針に基づき、大玉村に見合った持続可能な交通体系の確立

を目指します。 

 基本的な考え方として、公共交通を利用する人が減少傾向にある一方、高齢化

の進行や、運転免許返納が進んでいく中、生活基盤である移動手段の確保はこれ

まで以上に重要となりますが、サービス水準の維持向上に努めつつ、現在の財政

負担の範囲内で、既存の資源を最適化することを目指します。 

 

地域公共交通計画の基本方針 

 

 

 

 

（基本方針設定の考え方） 

 今後の高齢社会への対応、コンパクトな人口や面積規模と集落が分散し立地

する本村の特性を考慮し、きめ細かな網目のようなネットワーク型の公共交通

システムを構築します（公共交通体系の再編）。 

また、将来にわたり持続可能な公共交通システムとして、これまで以上に公

共交通の利用拡大を促進します。 

 

６－２ 計画の目標 

 基本方針の実現のための具体的目標を次のように定めます。また、本計画の推

進を通じて達成するべき項目と目標水準を示すため、評価指標を定めます。 

（１）持続可能な公共交通の構築 

 複数系統に重複している公共交通の最適化を図り、将来にわたり持続可能な

公共交通の実現を目指します。 

（２）きめ細かい網目の公共交通の構築 

 行政区域や人口規模の「小さなスケールメリット」を活かし、地域の隅々ま

で対応できるきめ細かい公共交通体系の実現を目指します。 

（３）利用しやすい公共交通の構築 

公共交通利用に関する周知啓発や意識醸成により、村民の公共交通に対する

理解向上及び利用促進を図るとともに、だれもが利用しやすい公共交通の実現

を目指します。 

持続可能で きめ細かな 公共交通ネットワークの構築 

～ みんなで支え みんなで使う 「地域の足」 ～ 
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評価指標と目標値 

 

評価指標 現状値(R2) 目標値(R7) 

公共交通の利用者数 10,250 人 10,250 人 

・ 広域生活バス、福祉バス、デマンドタクシーの利用者合計 

広域生活バス 5,500 人＋福祉バス 766 人＋デマンドタクシー3,984 人＝10,250 人 

⇒利用促進に努め公共交通全体として現在の利用者数の維持を目標とする。 

 

 

評価指標 現状値(R2) 目標値(R7) 

公共交通の収支率 6.2％ 6.2％ 

・ デマンドタクシーの収支率 

⇒運賃の値上げによらず、少なくとも現在の収支率を維持することを目標とする。 

 

 

評価指標 現状値(R3) 目標値(R7) 

公共交通に係る財政負担額 23,321 千円 23,321 千円以内 

・ 広域生活バス、福祉バス、デマンドタクシーの予算額合計 

⇒現在の財政負担の範囲内で公共交通サービスを提供していくことを目標とする。 

 

 

 

評価指標 現状値(R1) 目標値(R7) 

公共交通に対する満足度 18% 25% 

・ 村民アンケートにおいて公共交通に対する満足度として「満足」又は「やや満足」と

答えた人の割合。 

⇒現在は 5人に 1人の割合だが、4人に 1人は満足となることを目標とする。 
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７．目標達成のための施策・実施事業                                 

施 策 １ 公共交通再編事業 

実施主体 大玉村、交通事業者、大玉村公共交通政策検討委員会、大玉村地

域公共交通会議 

目 的 複数の路線が重複並存する既存の公共交通システムを再編統合

することにより、持続可能で効果的・効率的な交通システムを構

築していきます。 

事業内容 ・広域生活バス、福祉バスについては令和 3 年度末をもって運行

を終了し、日中の移動手段についてはデマンドタクシーに集約

統合するとともに、朝夕の通勤通学時間帯については大玉村通

勤通学バスを新たに運行することでカバーします。 

・再編後の利用状況や影響を分析し、現状と課題、今後の見直し

について検討し、実行します。 

・地域住民や利用者の意見をアンケート等により把握します。 

・高齢者や障がい者等の外出支援という観点から、福祉部局や社

会福祉協議会と連携して取り組みます。 

・再編に向けた基本的な方向性に関しては、主に地域住民や村内

各種団体の代表者で組織する「大玉村公共交通政策検討委員会」

において検討し、住民協働により公共交通体系の構築を進めま

す。 

・具体的な運行内容に関しては、道路運送法及び地域公共交通の

活性化及び再生に関する法律に基づく「大玉村地域公共交通会

議」において関係者間で協議を進めます。 

 

事業期間 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

随時 
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施 策 ２ デマンドタクシー運行事業 

実施主体 大玉村、交通事業者 

目 的 きめ細かさと機動性を備えたデマンドタクシーを公共交通の中

核として運行し、主に日常生活の移動を支えます。 

事業内容 ・主に日中の地域住民の移動を支える公共交通としてデマンドタ

クシー「たまちゃんタクシー」の運行を継続します。 

・利用実績を随時分析し、車両台数、運行ルート・時刻表、予約受

付方法など運行体制について、運行事業者とともに検討し、利

便性の向上を図りながら効率的な運行ができるよう、必要に応

じて見直しを行います。 

・デマンドタクシーが運行していない朝夕の時間帯については、

大玉村通勤通学バスと車両を共用することで、保有車両の有効

活用を図ります。 

 

事業期間 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 

 

 

   

 

 

施 策 ３ 通勤通学バス運行事業 

実施主体 大玉村、交通事業者 

目 的 朝夕の通勤通学時間帯をワゴン車により定時定路線で運行する

交通系統を新設し、駅へのアクセスに特化するとともに鉄道への

接続を図ります。 

事業内容 ・広域生活バスの代替として、朝夕の時間帯のみ定時定路線で運

行する「大玉村通勤通学バス」を運行します。 

・車両については従来のマイクロバスからダウンサイジングを図

り、デマンドタクシーで使用しているワゴン車両を有効活用す

ることで効率性を高めます。 

・路線については、広域生活バスの利用者になるべく不便を来た

すことのないよう広域生活バスの運行ルートを維持します。 

・当初は広域生活バスと同様に本宮駅東口にアクセスしますが、

本宮駅前の開発状況により、今後、本宮駅西口へのアクセスも

計画していきます。 

随時 
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・本宮駅時刻表に対応した形で、郡山・福島方面への鉄道乗継利

用の利便性を向上させます。 

・当初 1～2 年程度は実証運行として見直しを図りながら運行し、

利用状況や地域住民の需要、本宮駅前再開発の状況等を踏まえ

て、バスの運行していない大山地区への新規運行も含め、路線

拡充が可能かどうか検討していきます。 

・実証運行の中で出た課題や、利用者への要望を踏まえて、適宜、

必要な見直しを行います。 

 

事業期間 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 

 

 

   

 

 

施 策 ４ 公共交通利用促進事業 

実施主体 大玉村、交通事業者、地域住民 

目 的 公共交通の利用を促進することにより、路線の維持、活性化を

目指します。 

事業内容 ・広報誌やホームページ、パンフレットなど、幅広い媒体を活用

して公共交通に関する情報発信の充実に努めます。 

・住民説明会や、地区サロンなどを通じて、地域住民に公共交通

の運行内容や利用方法を直接分かりやすく説明します。 

・時刻表や運行ルートの検索サービスや地図アプリへの掲載など

により、公共交通の「見える化」を推進します。 

・高齢者による自動車交通事故を削減するとともに、公共交通の

利用を促進するため、運転免許証自主返納者に対してデマンド

タクシー券を交付し、デマンドタクシーの利用を促進します。 

 

事業期間 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 

 

 

   

 

 

 

随時 

随時 
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施 策 ５ その他、各種公共交通施策の実施 

実施主体 大玉村、地域住民、その他関係機関 

目 的 施策１～４に掲げる取組みの他、公共交通を充実・補完する施

策を検討、実施していきます。 

事業内容 ・福祉施策としての高齢者や障がい者等を対象とした外出支援事

業を通じて、村民の日常生活における移動を支えます。 

・「公助」としての公共交通だけではなく、地域の公共交通を地域

で支え合える仕組みの構築について検討します。 

・「郡山広域連携中枢都市圏」や「福島圏域」をはじめとする近隣

市町村との連携を通じて、広域的な交通ネットワークの構築を

進めていきます。 

 

事業期間 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 

 

 

   

 

 

施 策 ６ 公共交通検討体制の強化 

実施主体 大玉村、公共交通政策検討委員会、大玉村地域公共交通会議 

目 的 地域住民、利用者、事業者、関係団体等との協働により公共交

通施策を推進するため、検討体制を整備し、公共交通のあり方に

ついて関係者間で継続的な協議を進めていきます。 

事業内容 ・主に地域住民や関係団体の代表者で組織する「大玉村公共交通

政策検討委員会」を開催し、公共交通政策の基本的な方向性に

ついて検討していきます。 

・道路運送法及び地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に

基づく「大玉村地域公共交通会議」を開催し、本計画について

継続的に評価・検証・見直し・実施を進めていきます。 

 

事業期間 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 

 

 

   

 

  

随時 

随時 
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８．計画の推進体制                                  

８－１ 計画の推進・管理体制 

 計画全体の推進及び各種施策の進捗状況等について適切に管理し、着実な遂

行を図ります。 

目標を達成するため、継続的に地域住民、関係団体、事業者等と連携して PDCA

サイクルにより、検証・改善をしていくこととします。 

公共交通政策の基本的方向性については、主に地域住民や関係団体の代表者

で組織する「大玉村公共交通政策検討委員会」を中心に検討するとともに、本計

画の検証や見直し、具体的な運行計画に関しては、道路運送法及び地域公共交通

の活性化及び再生に関する法律に基づく「大玉村地域公共交通会議」にて協議す

ることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＬＡＮ 

計画立案・施策検討 

ＤＯ 

計画に基づく事業の実施 

ＡＣＴＩＯＮ 

事業の見直し・改善 

ＣＨＥＣＫ 

事業評価・検証 

ＰＤＣＡサイクル 


